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ことばのサロン＆言語文化セミナー＆言語文化シンポジウム
＆オトナのための日本語塾

2015年度、研究所では３つの対外的な催し物を行いました。７月に第７回「ことば
のサロン」、11月に第24回「言語文化セミナー」、そして、12月に第１回「言語文化研
究所シンポジウム」です。またこれらとは別に、「オトナのための日本語塾」を開講
しました。これらの開催報告をします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■第７回「ことばのサロン」
2015年７月25日（土）午後１時30分～３時30分

テーマ：食事とコミュニケーション
話題提供者：佐竹　秀雄

７月25日（土）、２時間の予定で、第７回「ことばのサロン」を開催しました。今
年度は「食事とコミュニケーション」がテーマです。
「いただきます」「ごちそうさま」「よろしゅう
おあがり」のような「食事のあいさつ」には、ど
のような意味がこめられているのでしょうか。「い
ただきます」「ごちそうさま」は日本語における
特徴的なあいさつであり、文化や社会習慣に基づ
く行為と言えます。「いただきます」には「感謝説」
や「習慣・マナー説」、「宗教説」などがあります
が、私たちは実際にそのようなことを意識してい
るでしょうか。そして、いつもの食事時、私たちはどのようなことを話しているでしょ
うか。次の二つのサブテーマを中心に、出席者の皆さんから日ごろ気になっているこ
とや自身の経験などを披露していただきました。
①食事のあいさつはしている？しているならそれはどういう意味をもっている？
食事の前に「いただきます」を言うと答えた参加者が多かったのですが、場面によっ
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て違うという意見もありました。一人で食事をす
る時には言わないが、家族や友人などだれかと一
緒のときは言うというものです。また、「ごちそ
うさま」も同じように、一人かそうでないかによっ
て言う時と言わない時とがあるようです。
②食事のときの話題はなんでしょうか？それは
どうしてでしょうか？
幼稚園に通う子どもがいる本学卒業生の一人

は、その食材を買った店のこと、値段のこと、また調理の際の隠し味をクイズにした
りするという話をしてくれました。それによって家族とコミュニケーションをとりた
いというのが理由だそうです。
25名の参加者が自由に話し合い、あらためて、食事とことばとコミュニケーション
について考える時間となりました。

■第25回「言語文化セミナー」
2015年11月３日（祝・火）午後２時45分～４時45分
テーマ：落語を楽しみ、寄席の言葉を知る

講師：恩田雅和さん（天満天神繁昌亭支配人）、
笑福亭三喬さん（落語家、松竹芸能）

天満天神繁昌亭は、「関西では戦後60年ぶりの復活となる、落語専門の定席（毎日
公演している小屋）」①です。今年度は、繁昌亭支配人の恩田雅和さん、そして、滑稽
噺から本格的な古典落語まで幅広い芸域をお持ちになり、上方落語界の王道を歩まれ
る、笑福亭三喬さんのお二人に講師としておいでいただきました。三喬さんは、第１
回繁昌亭大賞の受賞者でもあります。
まず、恩田さんが、一般には知られていない
寄席独特の言葉や、寄席の仕組みなどについて
お話しくださいました。
繁昌亭の「昼席」の出演者は10人ですが、た
とえば、「中トリ」は６番目の出演者で、「中入
り」、つまり休憩時間の直前の演者を指します。
それに対して「トリ」は最後である10番目の出
演者を言います。これは、その日の売り上げの
取り分を全部「トル」というところからきている言葉ともされるそうです。また、「ト
リ」の直前の９番目は「モタレ」。「トリ」にもたれかかるという意味で、目立っては
いけないという暗黙の了解があるとのことです。「モタレ」の前は、客をグッとしば
りつける「シバリ」が登場します。４番目と７番目は、「色物」として、マジック、

①　天満天神繁昌亭のホームページ http://www.hanjotei.jp/about/index.htmlより
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漫才など、落語以外の芸です。
そして興味深いのは、この昼席のスケジュール
には出演者のみが記されているということです。
落語のどの演目を演じるかは前もって決められな
いのだそうです。落語家さんたちは、その日の客
層を見て、舞台に上がったその場で何を演じるか
を決めるからです。本題に入る前に、世間話や本

題と関連する小噺を「マクラ」と言います。このマクラで客の反応を見ながら、本題
に入るのだそうです。
さて、後半は、笑福亭三喬さんの落語です。三
喬さんがどのような演目をなさるか、実は、「楽
しみにしておいてください」ということで当研究
所も知らされていませんでした。まさに「昼席」
です。三喬さんが「“女子大”に呼ばれてきたの
ですが…」と会場を見渡してことばを濁されたの
には、参加者も苦笑いをするしかありません。そ

の“客層”を見て演じられたのは「月に群雲」。三
喬さん十八番の盗人噺です。盗人が「仕事してきた
もん」を道具屋に売りに行った際の店の主人とのや
りとりです。三喬さんの巧みな話術に引き込まれ、
大きな笑い声が会場に響きました。
その後の質疑応答では、寄席と言葉に関する質問
が相次ぎました。たとえば、古典落語で使われる差
別用語や放送禁止用語をどう扱うかという問題があ

ります。恩田さんによれば、繁昌亭では使用しても構わないことにしているとのこと
です。三喬さんは、演じにくい演目があるのも確かだとおっしゃっていました。また、
今では使われなくなった古い言葉などは、直後に説明を加えたり言い換えたりすると
いうことです。まさに「言語」と「文化」とのか
かわりについて思いをめぐらせる時間となりまし
た。
落語家さんをお呼びして実際に演じていただく
セミナーは、研究所として初の試みでした。開催
にあたっては、恩田さんをご紹介くださったLC
倶楽部会員の竹腰純さんをはじめ、各方面にご協
力をいただきました。記して感謝申し上げます。
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■第１回「言語文化研究所シンポジウム」
2015年12月12日（土）午後１時00分～４時30分
テーマ：言語文化の諸相―注釈、翻訳、翻訳語―

シンポジウムの開催にあたって
言語文化とは何か。この問いに答えるのは至難の
業であるかもしれないが、基本的な了解として、言
語という表現媒体に基づいて形成される文化である
と理解することができよう。この言語文化の諸相
を、注釈、翻訳、翻訳語という観点から多面的に考
察を加えることにより、言語文化のもつ豊饒の世界
を確認し、言語文化についての多様な研究の可能性
を検討してみようというのが、本シンポジウムの目
的である。（言語文化研究所長：玉井　暲）
［発表者とタイトル］
１．佐竹秀雄　　「日本語表現の多様性―「言語文化」研究の目標―」
２．設楽馨　　　「文字はいつ・どこに発生するのか？」
３．岸本千秋　　「ブログにおける注釈とパラ言語」
４．柴田清継・佐藤勝之「漢文訓読」を考える――「漢字」・「漢文」・“羅文英読”
５．冨永英夫　　「翻訳の不可能性について」
６．山﨑洋子　　「教育学と訳業」
発表内容は、『言語文化研究所年報』第26号、特集「言語文化の諸相：注釈、翻訳、
翻訳語」として刊行する予定です。

■オトナのための日本語塾
開講日：５月23日、７月４日、９月12日、2016年１月30日　いずれも土曜日

「ことばのサロン」から「オトナのための日本語塾」
へと学びを深めるコースができました。「ことばのサ
ロン」を体験したLC倶楽部会員が、自分の興味ある
ことがらについて「自主的に調べ」、それを「まとめ
て発表する」ことを目標として勉強をする場です。
１回２時間程度、年５回開講しました。写真は記念
すべき第１回参加者です。

担当：玉井 　暲・佐竹 秀雄・岸本 千秋　2016年２月
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